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◎今の高校１年生が大学を卒業して社会に出るのは「７年後」、中
学１年生であれば「１０年後」です。この７年後、１０年後といった
将来の社会を想像すると、グローバル化は加速し、大学選びの基
準も大きく変化すると思います。（藤井）

◎１２月にプライベートでインドネシアに行ってきました。その時に出会った高校生
数人とフェイスブックでやり取りをしています。彼らとコミュニケーションしている
時が、日常生活でグローバルを感じる時間です。（田阪）
◎弊社にも外国人スタッフが複数います。円滑な業務遂行には、語学力だけでな
く、他者を理解しようとする姿勢も不可欠だと日常的に感じています。さまざま
な学びを得られるよう配慮された各校の取り組みに感動しました。（吉川）
◎日本の高校生にとって、日常生活で英語を使う場面は限られています。今回の
取材で、授業中、楽しそうに英語を話している生徒の姿を見て、生徒にとって授
業は、英語体験が出来る貴重な時間なのだなと感じました。（白石）
◎「『海外経験をしてみたらいいよ』と、ただ勧めるのは無責任。生徒に『海外で
学んでみたい』『もっと海外のことを知りたい』と思わせるのが教師のすべきこと」
という取材時の言葉が印象的でした。（小林）
◎グローバル化を受け身で迎えるのではなく、自分の成長の機会として捉えるこ
とが必要になっているのかもしれません。より広い世界を知ることが出来る時代
が訪れようとしていることを希望として受け止めて参りたいと思いました。（佐藤）
◎「How からWhat への導線」を意識して編集しました。厳しい状況をポジティブ
に捉えるためには、ブレない「What」が不可欠。しかし、そこにつながる「How」
が見えてこそ、一歩を踏み出す勇気が生まれるのではないでしょうか。（小泉）
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グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
る
21 
の
言
葉

　「
小
さ
く
て
も
異
文
化
体
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
、
世
界
と
共
に
生
き
る
と

い
う
思
い
に
結
び
付
け
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」（
千
種
高
校

　
大
宮
秀
樹
）

　「
ど
の
国
の
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
存
在
し
な
い

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
」（
本
多
機
工

　
ヤ

ン
・
ク
ラ
ウ
ス
ニ
ッ
ツ
ァ
）

　「
一
つ
し
か
な
い
結
論
を
み
ん
な
で
探

す
の
で
は
な
く
、
複
数
の
可
能
性
を
出

し
合
い
、
結
論
を
創
り
出
す
こ
と
が
必

要
」（
本
多
機
工

　
本
多
宗
之
）

　「
心
の
壁
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
、
相
手
の
心
を
ノ
ッ
ク
し

続
け
な
け
れ
ば
取
り
払
わ
れ
ま
せ
ん
」

（B
U
N
A
C
O

　
大
和
田
ま
り
あ
）

　「
通
り
す
が
り
の
雑
談
と
、
生
活
の
一

部
を
共
に
す
る
の
と
で
は
、
求
め
ら
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
が
違
い

ま
す
」（
直
島
町
観
光
協
会

　
奥
田
俊
彦
）

　「
日
本
人
の
良
さ
で
あ
る
誠
実
さ
や
勤

勉
さ
を
強
み
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

と
思
い
ま
す
」（S
E
E
D
S
 A
sia

　
中
川
裕
子
）

　「
自
分
と
違
う
価
値
観
の
人
が
い
る
こ

と
を
面
白
い
と
思
え
る
大
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
」（
西
保
見
小
学
校

　
幸
田
隆
）

　「Plan globally , act locally

こ
そ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
最
適
経
営
で
す
」

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
エ
ク
セ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル

　
水
野
茂
）

　「
英
語
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
す
。

ま
ず
は
日
本
語
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

力
が
な
く
て
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
」（
時

習
館
高
校
）

　「
世
界
の
人
々
が
互
い
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
尊
重
し
た
上
で
、
意
見
や
利

害
を
ぶ
つ
け
な
が
ら
共
通
の
価
値
観
を

築
く
こ
と
が
大
切
で
す
」（
高
山
西
高
校
）

　「
広
い
視
点
か
ら
一
つ
の
問
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、
解
決
に
向
け
た
多
様
な
視

点
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
」（
東
京
学

芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
）

　「『
分
か
ら
な
い
』
生
徒
を
し
っ
か
り

指
導
し
て
こ
そ
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
に

積
極
的
に
英
語
を
使
う
雰
囲
気
が
生
ま

れ
る
と
考
え
ま
す
」（
宮
城
県
教
育
委
員
会
）

　「
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
、
生
徒
が
お
の
ず
と

学
習
に
向
か
う
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
茨
城
県

教
育
委
員
会
）

　「
複
眼
的
な
思
考
方
法
を
身
に
付
け
る

に
は
、
世
界
に
対
す
る
『
知
的
解
像
度
』

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」

（
東
京
大

　
長
谷
川
寿
一
）

　「『
日
本
は
開
か
れ
た
国
と
し
て
生
き

て
い
く
』
と
い
う
覚
悟
が
必
要
で
あ
り
、

そ
う
し
た
機
運
を
社
会
全
体
で
つ
く
り

出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
」（
文
部
科
学
省

　
山
中
伸
一
）

　「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

盤
と
な
る
の
は
『
高
い
倫
理
観
』
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
」（
立
教
大

　
松
本
茂
）

　「
言
葉
に
よ
る
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
を
育
て
、
自
分
の
考
え
を

述
べ
て
議
論
す
る
こ
と
に
慣
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」（
東
京
外
語
大

　
根
岸
雅
史
）

　「
社
会
が
激
変
す
る
今
、
教
育
界
全
体

で
、
世
の
中
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か

を
深
く
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
上
智
大

　
吉
田
研
作
）

　「
英
語
を
学
ぶ
こ
と
自
体
を
目
的
と
せ

ず
、『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
遂
行
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き

で
す
」（
長
生
高
校

　
三
上
正
弘
）

　「
社
会
の
状
況
や
生
徒
の
要
望
の
変
化

に
応
じ
て
、
教
師
も
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
は
不
可
欠
で
す
」（
国
際
情
報
高
校

　
鈴

木
信
行
）

　「
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単
な

る
『
国
際
交
流
』
で
は
な
く
、
実
際
に
行

動
し
て
自
分
の
力
を
試
す
『
国
際
行
動
』

で
す
」（
横
浜
国
際
高
校

　
笠
間
待
男
）
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